
平
成
三
十
年
十
月
十
五
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ 仙台市政だより　30.11. 1 ６仙台市政だより　30.11. 1

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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東
北
福
祉
大
学　

図
書
館
司
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
任　

八
巻　

 

千
穂

　
印
象
的
な
書
名
、
震
災
直
後
に
独

身
の
友
人
が
「
誰
か
を
守
り
た
い
」

と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
と
重
な
り
ま
す
。

震
災
後
、
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
語

が
聞
こ
え
て
く
る
一
方
、
あ
ま
り
語

ら
れ
な
か
っ
た
独
身
者
の
姿
。
不
安

と
孤
独
、
彼
ら
が
直
面
し
た
震
災
と

は
？

　
「
結
婚
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
誰

か
の
た
め
に
自
由
に
動
け
た
」
と
語

る
フ
ラ
ガ
ー
ル
、
過
酷
な
環
境
下
で

既
婚
者
に
代
わ
り
働
き
続
け
た
看
護

師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
身
を
投
じ
た

人
や
起
業
し
た
人
、
仏
門
に
入
っ
た

人
等
、
被
災
地
の
独
身
者
を
メ
イ
ン

に
実
施
し
た
丁
寧
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
リ
ア
ル
な
彼
ら
の
姿
が
う
か
が

え
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
む
不
断
の
営
み
と
連
帯

が
、
復
興
に
は
欠
か
せ
な
い
マ
ン
パ

ワ
ー
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。　

　
女
性
の
視
点
と
女
性
同
士
の
連
帯

か
ら
生
ま
れ
る
活
動
は
、
き
め
細
や

か
で
力
強
い
も
の
で
す
。

　
長
年
女
性
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た

草
の
根
女
性
グ
ル
ー
プ
が
開
始
し
た
、

被
災
地
女
性
の
洗
濯
を
代
行
す
る

「
せ
ん
た
く
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
は
、

自
ら
も
被
災
し
た
女
性
が
避
難
所
生

活
を
強
い
ら
れ
る
女
性
の
苦
労
を
理

解
し
、
そ
の
心
を
も
洗
う
も
の
で
し

た
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

ベ
ー
ス
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
や
中
高
生
が
非
常
時
に
抱

え
る
問
題
点
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
は
、

災
害
時
に
も
多
面
的
か
つ
包
括
的
な

支
援
を
可
能
に
し
ま
す
。

　
弱
者
に
寄
り
添
う
被
災
地
支
援
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
配
慮
の
み
な

ら
ず
、
民
主
的
で
全
て
の
人
に
や
さ

し
い
支
援
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
個
」
と
連
帯
か
ら
始
ま
る
人
生
の
か
た
ち

「
地
震
と
独
身
」

みやぎの女性支援を
記録する会／編著
生活思想社　刊

酒井順子／著
新潮社

「
女
た
ち
が
動
く 

東
日
本
大
震
災
と

男
女
共
同
参
画
視
点
の
支
援
」

仙台市の人口（対前月増減数） 男：529,761人　女：558,908人　計1,088,669人（+76)　514,509世帯（+171）   10月１日現在

　
本
市
の
区
制
施
行
30
年
を
記
念
し
、

若
林
区
で
は
、
新
し
い
門
出
を
迎
え
る

二
人
を
祝
福
す
る
た
め
、
２
種
類
の
区

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
を
作
製
し
ま
し

た
。
11
月
１
日
か
ら
、
若
林
区
役
所
戸

籍
住
民
課
で
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
婚
姻
届
は
、
若
林
区
の
若
手
職

員
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
「
Ｗワ
ッ
ク

Ａ
Ｋ
30

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
チ
ー
ム
が
、
企
画

や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
婚
姻
届
に
は
、
地
下
鉄
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
イ
ラ
ス
ト
や
、
地
下
鉄
沿
線
の

名
所
な
ど
の
図
柄
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
作
製
に
当
た
っ
て
は
、
区
民

な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
区
役
所
内
で

の
投
票
な
ど
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意

　
　
よ
う
こ
そ「
花
子
」、
元
気
で
ね「
リ
リ
ー
」

　
　
　  

―
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
繁
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲大森山動物園へ移動した
リリー

市政
トピックス

　
仙
台
出
身
の
詩
人
で
「
荒
城
の
月
」

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
土
井
晩
翠
の

業
績
を
記
念
し
た
「
晩
翠
わ
か
ば
賞
」

「
晩
翠
あ
お
ば
賞
」
の
本
年
度
の
受
賞

者
が
決
定
し
、
10
月
14
日
に
仙
台
文
学

館
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
6
県
と
国
内
姉
妹
都
市
の
小
学

生
の
詩
作
品
を
対
象
と
し
た
晩
翠
わ
か

ば
賞
に
は
、
伊
藤
利り

お

な
音
奈
さ
ん
（
登
米

市
在
住
・
小
学
２
年
生
）
の
「
先
生
の

こ
と
ば
」
が
、
同
じ
く
中
学
生
の
詩
作

品
を
対
象
と
し
た
晩
翠
あ
お
ば
賞
に
は

小
川
倫
花
さ
ん
（
仙
台
市
在
住
・
中
学

２
年
生
）
の
「
お
ま
も
り
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

市政
トピックス

「
晩
翠
わ
か
ば
賞
」「
晩

翠
あ
お
ば
賞
」
受
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た

市政
トピックス

地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

々
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
17
日
に
行
わ
れ
た
全
国
地
域
安

全
運
動
第
30
回
仙
台
市
大
会
で
、
９
団

体
・
52
法
人
・
１
９
７
人
の
方
々
を
表

彰
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
防
犯
功
労

団
体
、
防
犯
功
労
者
、
退
任
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
柳
町
会
、
川
内
町

内
会
、
向
山
地
区
防
犯
協
会
、
茂
庭
台

地
区
防
犯
協
会
、
宮
町
地
区
防
犯
協
会
、

折
立
地
区
防
犯
協
会
、
幸
町
防
犯
指
導

隊
、
高
砂
防
犯
指
導
隊

〔
防
犯
功
労
者
〕
竹
田
登
代
子
、
三
浦

勝
男
、
今
野
秀
一
、
佐
藤
光
子
、
赤
井

澤
イ
サ
子
、
但
木
議
一
、
渡
邉
剛
伯
、

稲
辺
政
吉
、
東
海
林
孝
、
岡
田
正
博
、

池
田
力
男
、
遠
藤
節
夫
、
菅
田
勝
男
、

遠
藤
勝
男
、
新
妻
道
彦

〔
防
犯
指
導
隊
退
任
〕
渡
辺
俊
子
、
江

戸
三
知
子
、
岡
元
博
子
、
齋
藤
峯
子
、

大
場
富
美
子
、
大
田
原
紀
子
、
沼
倉
尚
、

栗
原
茂
利
、
渡
邊
勝
男
、
平
正
良
、
髙

橋
正
喜
、
小
林
文
枝
、
今
野
裕
美
子

　
セ
ル
コ
ホ
ー
ム　
ズ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

八
木
山
（
八
木
山
動
物
公
園
）、
秋
田

市
大
森
山
動
物
園
―
あ
き
ぎ
ん
オ
モ
リ

ン
の
森
、
盛
岡
市
動
物
公
園
の
３
園
に

よ
る
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
繁
殖
に
向
け

た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、
９
月
25

日
、
セ
ル
コ
ホ
ー
ム　
ズ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
八
木
山
に
、
大
森
山
動
物
園
か
ら
メ

ス
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
「
花
子
」
が
来

園
し
ま
し
た
。

　
国
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ

ゾ
ウ
は
、
近
年
繁
殖
が
見
ら
れ
ず
、
将

来
的
に
動
物
園
で
の
飼
育
や
展
示
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
３
園
で

は
お
互
い
の
園
の
オ
ス
と
メ
ス
の
ペ
ア

を
入
れ
替
え
、
新
た
な
環
境
で
繁
殖
を

促
そ
う
と
、
６
月
に
覚
書
を
締
結
。
今

回
が
そ
の
第
１
弾
で
、
繁
殖
の
た
め
の

ゾ
ウ
の
交
換
は
、
全
国
初
の
試
み
で
す
。

　
八
木
山
へ
到
着
し
た
花
子
は
、
餌
を

食
べ
た
り
水
を
飲
ん
だ
り
と
、
元
気
そ

う
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、

新
し
い
環
境
に
慣
れ
さ
せ
な
が
ら
一
般

公
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
10
月
15
日
に
は
、
八
木
山
で
28

年
間
親
し
ま
れ
て
き
た
メ
ス
の
ア
フ
リ

カ
ゾ
ウ
「
リ
リ
ー
」
が
、
大
森
山
動
物

園
へ
移
動
し
ま
し
た
。
10
月
６
日
に
開

催
さ
れ
た
お
別
れ
会
で
は
、
リ
リ
ー
へ

特
製
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
大
勢
の

来
場
者
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

見
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
を
改
良
す
る
な
ど
、

住
民
の
思
い
も
反
映
し
た
婚
姻
届
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
総
合
支
所
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
課
の
垣
根
を

越
え「
Ｍ
Ｓ
お
も
て
な
し
向
上
委
員
会
」

を
組
織
。
婚
姻
届
や
出
生
届
を
提
出
し

た
方
に
、
記
念
の
写
真
を
貼
る
こ
と
が

で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
紙
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
届
け
や
来
庁
の
記
念

に
撮
影
が
で
き
る
よ
う
、
作
並
や
定
義

と
い
っ
た
観
光
名
所
を
あ
し
ら
っ
た
ス

ク
リ
ー
ン
も
設
置
。
皆
さ
ん
の
節
目
や

記
念
日
を
お
祝
い
し
ま
す
。

▼

若林区では、高校生
の意見も反映（円内は
イラストの一部）

▲

宮城総合支所に
は、４種類のスク
リーンがあります

市政
トピックス

皆
さ
ん
の
メ
モ
リ
ア
ル

を
お
祝
い
し
ま
す

▼

八木山へ来園した花子

特
別
展
「
戊
辰
戦
争

一
五
〇
年
」
が
開
幕

市政
トピックス　

10
月
26
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
、
博

物
館
で
特
別
展
「
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
一
五
〇

年
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
薩
摩
藩
、
長
州
藩
を
中
心
と
す
る
新

政
府
軍
と
、
旧
幕
府
や
会
津
藩
を
中
心

と
す
る
勢
力
が
戦
っ
た
戊
辰
戦
争
か
ら

今
年
で
１
５
０
年
目
。
こ
の
特
別
展
は
、

戊
辰
戦
争
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
新
潟
県

立
歴
史
博
物
館
・
福
島
県
立
博
物
館
と

の
共
同
企
画
と
し
て
開
催
し
、
仙
台
が

最
後
の
開
催
地
と
な
り
ま
す
。

　
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
旗
や
、
古
文
書
、

絵
図
、
武
器
な
ど
、
２
３
０
件
余
り
の

貴
重
な
資
料
が
一
堂
に
集
結
。
仙
台
藩

独
自
の
地
域
資
料
も
紹
介
し
な
が
ら
、

幕
府
崩
壊
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
開
国

か
ら
、
戊
辰
戦
争
の
開
戦
、
降
伏
、
そ

の
後
の
歴
史
ま
で
を
、
仙
台
藩
や
東
北

か
ら
の
視
点
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
幕
末
・
維
新
期
の
東
北
動
乱
の
歴
史

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
26
ペ
ー
ジ

参
照
）

▼

奥羽越列藩同盟旗（宮坂
考古館蔵）

▼会津追討ニ付仙台様御出
陣被遊御行列図（仙台市博
物館蔵）


